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依
存
財
源

一般会計収入（歳入）合計 75億4993万円

平成30年
第３回
定例会

９/6～14

平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
６
日
（
木
）

か
ら
14
日
（
金
）
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
決
算
認
定
（
一
般
会
計

ほ
か
９
会
計
）
の
ほ
か
、
条
例
の
廃
止
、
平
成
30

年
度
補
正
予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
本
会
議
・
委

員
会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

※
議
案
審
議
結
果
は
９
ぺ
ー
ジ
に
掲
載

町税 9億3724万9497円（12.4％）

分担金・負担金 2億2988万9171円（3.0％）

使用料・手数料 2億1523万4562円（2.9％）

その他収入 8億3855万5866円（11.1％）

地方交付税 35億2635万9000円（46.7％）

国庫支出金（国からもらうお金） 4億5026万4012円（6.0％）

道支出金（北海道からもらうお金） 3億5545万3809円（4.7％）

地方譲与税・交付金等 3億2018万8667円（4.2％）

町債（借金） 6億7673万9000円（9.0％）

平成29年度各会計収支（歳入・歳出）一覧

会　　計　　名 収入（歳入） 支出（歳出）

一般会計 75億4993万3584円 73億9082万9693円

港湾管理特別会計 1億2282万1572円 1億2172万2909円

簡易水道事業特別会計 7156万6957円 6833万9062円

下水道事業特別会計 4億6678万1244円 4億6459万6344円

国民健康保険事業勘定特別会計 11億2184万94円 11億1784万148円

介護保険特別会計 6億8944万5612円 6億6043万6037円

介護サービス事業特別会計 2億4728万3008円 2億4661万1072円

後期高齢者医療特別会計 1億780万8058円 1億701万9123円

国民健康保険病院事業会計
収益的収支※１ 8億4346万9115円 8億1863万2731円

資本的収支※２ 1億2696万9879円 1億2696万9879円

水道事業会計
収益的収支※１ 1億4531万7046円 1億5207万8706円

資本的収支※２ 0円 8226万8860円 ※３

（注）３月末現在の住民基本台帳
　　人口6,875人で計算したもの

町民１人あたりに
使われたお金
（一般会計）

約108万円
※特別会計等を含めると

約165万円

※１ 収益的収支～事業活動に伴い、発生
が予定されるすべての収入と支出

※２ 資本的収支～将来に備えて行う建設
改良や、建設改良に要した借金の返
済金などの収入と支出

※３ 収支の不足分は、留保資金などで　
カバー（補てん）

チェック！

どう使われたか
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一般会計支出（歳出）合計 73億9082万円

議会費 8431万1660円（1.1％）

総務費 7億456万5651円（9.5％）

民生費 15億8306万7861円（21.4％）

衛生費 8億6766万2795円（11.7％）

農林水産業費 5億1720万4690円（7.0％）

商工費 3億4386万677円（4.7％）

土木費 10億6799万288円（14.5％）

消防費 2億7732万3945円（3.8％）

教育費 7億4420万8022円（10.1％）

災害復旧費 6710万6252円（0.9％）

公債費（借金返済） 11億3352万7852円（15.3％）

借金（町債）残高の推移（全会計）

貯金（基金）残高の推移

【
一
般
会
計
決
算
の
概
要
】

　

一
般
会
計
ほ
か
９
会
計
の

平
成
29
年
度
決
算
認
定
に
つ

い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
（
北
藤
利
通
委
員
長
）
を

設
置
し
、
９
月
12
日
、
13
日

の
２
日
間
審
査
し
た
結
果
、

す
べ
て
の
会
計
を
「
認
定
す

べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
９
月
14
日
の

本
会
議
で
討
論
・
採
決
の
結

果
、
全
会
計
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

※
一
般
会
計
・
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
は
起
立
に

よ
る
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

（
賛
否
の
内
訳
は
Ｐ
９
）

35
億
２
６
３
５
万
円
と
な
り

ま
し
た
。（
前
年
度
比
１
億

８
１
９
５
万
円
の
減
）　
　

　

収
入
（
歳
入
）
合
計
額
は

75
億
４
９
９
３
万
円
（
前
年

度
比
14
・
１
％
減
）、支
出（
歳

出
）
合
計
額
は
73
億
９
０
８

２
万
円
（
前
年
度
比
13
・
８
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

収

入
の
46
・
７
％
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は

町

税
収
入
は
前
年
度
比

２
・
１
％
減
の
９
億

３
７
２
４
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
徴
収
率
は
91
・
９
％（
昨

年
度
92
・
０
％
）
で
、
８
０

９
８
万
円
が
未
納
と
な
っ
て

い
ま
す
。

貯

金
（
基
金
）
残
高
は

合
計
で
前
年
度
比
５

・
４
％
増
の
30
億
４
０
０
３

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

借

金
（
町
債
）
残
高
は

合
計
で
１
６
１
億
７

２
６
３
万
円
と
な
り
、
前
年

度
比
３
・
７
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

数字で見た広尾町の財政力（平成29年度）

項　　　目 Ｈ29 Ｈ28

財政力指数
高いほど、毎年必要なお金を自力で調
達できる。

0.221 0.212

経常収支比率
高いほど、自由に使えるお金が少なく
なる。
町村では75％以下が適正とされている。

86.5％ 85.1％

実質公債費比率
高いほど、収入の多くを借金の返済に
使うことになる。
25％を超えると借金を制限される。

9.4％ 7.9％

将来負担比率
高いほど、将来の財政が圧迫される可
能性が大きい。

79.2％ 93.4％

➡

➡

➡

➡

借金を
返すために
使いました

平成29年度決算審査

私たちの税金



4
広尾町議会だより　№173広尾町議会だより　№188

4

づくりの成果は？

一

般

会

計

決算審査

特別委員会

平成29年度決算に

ついての質疑内容

を抜粋、要約して

お知らせします。

委 員 長　北藤利通

副委員長　小
こ

田
だ

英勝

9/10,12,13

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

広
尾
町
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
入
協
議
会
交
付
金

問５
１
２
万
円
の
内
訳
は
。

答

受
け
入
れ
た
子
ど
も
達

（
56
人
）と
受
入
協
議
会

の
事
後
交
流
等
に
か
か
る
旅

費
で
あ
る
。

十
勝
バ
ス
「
広
尾
線
」

問答

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
財
源
と
し
て
い
る
が
、

他
の
自
治
体
で
は
学
習
塾
の

建
設
な
ど
、
町
民
生
活
に
直

結
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
本
町
も
そ
う
す
べ
き
で

は
。

こ
の
事
業
は
、ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
き
っ
か
け
に

産
業
振
興
及
び
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る
地
方
創
生
を
目

的
と
し
て
お
り
、将
来
の
広
尾

町
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る
。

問答

平
均
乗
車
密
度
は
。

４
・
２
人
（
前
年
度
比

０
・
２
人
減
）。

問答

一
般
会
計
の
時
間
外
勤
務
、
総
時
間
数
は
。

１
万
４
０
５
１
時
間
。（
１
人
平
均
１
４
８
時
間
）

問答

補
助
金
の
町
負
担
額
が

１
８
６
９
万
円
と
年
々

増
加
し
て
い
る
。
重
要
な
交

通
手
段
で
あ
る
が
、
今
後
の

見
通
し
は
。

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
北
海
道
も
交
え
て

ベ
ッ
ド
の
購
入
は
検
討
し
た

の
か
。災

害
発
生
時
に
支
援
物

資
が
届
く
ま
で
の
必
要

不
可
欠
な
食
料
な
ど
を
北
海

道
か
ら
の
交
付
金
も
活
用
し

な
が
ら
整
備
し
て
お
り
、
29

年
度
は
新
た
に
簡
易
ト
イ
レ

セ
ッ
ト
等
を
購
入
し
た
。

　

今
後
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

沿
線
自
治
体
で
協
議
し
て
い

る
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
状
況
は
。

問答

申
請
６
７
５
件
、
交
付

５
４
３
件
。
人
口
に
対

す
る
交
付
率
は
７
・
６
％
。

（
３
月
末
現
在
）

過
去
10
年
間
、
体
験
住

宅
利
用
者
で
実
際
に
移

住
さ
れ
た
方
は
ゼ
ロ
だ
が
、

29
年
度
の
実
績
は
。
ま
た
、

移
住
相
談
等
は
あ
る
の
か
。

問答

29
年
度
も
移
住
者
は
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
。
相
談
は

10
件
ほ
ど
あ
る
が
、
移
住
に

は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

地
域
課
題
の
早

期
発
見
・
早
期

解
決
を
図
る
た
め
の

体
制
整
備
を
目
的
に

事
業
を
開
始
し
２
年

経
過
し
た
が
、
実
績

は
。

問

町
民
が
自
由
に

集
ま
り
過
ご
す

場
と
し
て
サ
ロ
ン
を

４
か
所
開
設
し
、
公

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　
　
　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

災
害
用
備
蓄
品

答

軽
く
て
暖
か
い
と
言
わ

れ
て
い
る
段
ボ
ー
ル

平成23年から広尾小学校の登下校のため増便

加
入
や
高
齢
者
（
70
歳
以
上
）

の
利
用
料
金
と
な
っ
た
た
め
。

集
会
所
管
理

問

移
住
体
験
住
宅

答

町
内
会
等
に
委
託
し
て

い
る
が
、
委
託
料
は
ど

の
よ
う
に
算
出
し
て
い
る
の

か
。

問

答

収
支
決
算
報
告
等
の
実

績
に
よ
り
、
算
定
し
て

い
る
。

　

今
後
、
水
道
料
金
値
上
げ

等
の
影
響
に
つ
い
て
確
認
し

て
い
く
。

的
な
サ
ー
ビ
ス
等
の
使
用
申

請
な
ど
の
支
援
を
12
件
、
関

係
団
体
等
へ
の
提
言
を
35
件

行
い
、
町
民
の
身
近
な
相
談

窓
口
と
し
て
少
し
ず
つ
浸
透

し
て
き
て
い
る
。

交
通
安
全

問答

成
果
と
し
て
「
交
通
事

故
防
止
が
図
ら
れ
た
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
道
路
標

識
が
不
十
分
な
場
所
が
見
受

け
ら
れ
る
が
。

29
年
度
は
通
学
路
を
中

心
に
標
識
を
整
備
し
た
。

今
後
も
関
係
部
署
と
連
携
し
、

点
検
等
を
行
っ
て
い
く
。

もしものためにご家庭でも備えを
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１年間のまち

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー品揃え豊富なサンタグッズ

問

成
年
後
見
制
度

答

認
し
な
が
ら
維
持
補
修
に
努

め
て
い
る
。
危
険
性
が
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
早
急
に

対
応
し
て
い
る
。

加
入
や
高
齢
者
（
70
歳
以
上
）

の
利
用
料
金
と
な
っ
た
た
め
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

駐
車
場
や
花
壇
な
ど
の

縁
石
が
損
傷
し
て
い
る
。

問施
設
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

町
が
管
理
す
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
現
場
を
確

答

問答

公
衆
浴
場
の
大
人
料
金

で
の
利
用
者
が
減
少
し

る
の
か
。

年
後
見
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

に
16
件
の
相
談
が
あ
っ
た
が
、

利
用
に
結
び
つ
い
た
方
は
い

な
い
。

北
方
圏
交
流
振
興
会

社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
運
営
し
て
い
る
成

サ
ン
タ
メ
ー
ル
の
発
送

数
が
毎
年
１
万
８
０
０

答

公
園
緑
地
管
理

問

０
通
前
後
で
あ
り
、
赤
字
経

営
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

町
民
プ
ー
ル

採
算
ラ
イ
ン
が
２
万
通

で
あ
り
、
メ
ー
ル
事
業

問

だ
け
で
は
赤
字
と
な
っ
て
い

る
が
、
サ
ン
タ
の
家
で
販
売

し
て
い
る
グ
ッ
ズ
収
益
等
で

補
っ
て
い
る
。

　

事
業
展
開
を
工
夫
し
て
お

り
、
数
年
は
様
子
を
見
な
が

ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

音
調
津
プ
ー
ル
の
利
用

が
１
日
平
均
１
人
未
満

答 と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も

運
営
し
て
い
く
の
か
。

平
成
30
年
度
よ
り
休
止

し
て
い
る
。

相
談
か
ら
実
際
に
制
度

利
用
と
な
っ
た
方
は
い

て
い
る
理
由
は
。

大
人
料
金
で
利
用
し
て

い
た
方
が
老
人
ク
ラ
ブ

ご
当
地
レ
シ
ピ
集

問

公
園
の
草
刈
り
を
町
内

会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
っ
て
い
る
。
町
が
管
理
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

町
が
草
刈
り
等
を
行
っ

て
い
る
公
園
も
あ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
が
町
内
会
に
お
願

い
し
て
い
る
。
今
後
、
検
討

し
た
い
。

問

５
０
０
組
増
刷
し
、
配

布
が
１
１
２
組
と
な
っ

て
い
る
。
増
刷
部
数
が
多
い

の
で
は
。

答

レ
シ
ピ
集
は
、
毎
年
新

し
く
考
案
さ
れ
た
レ
シ

ピ
の
ペ
ー
ジ
を
追
加
し
て
い

く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
次
年
度
以
降
も
活
用
す

る
目
的
で
５
０
０
組
増
刷
し
た
。

問

10
分
間
読
書
用
の
図
書

購
入
費
が
小
学
校
は
２

校
で
22
万
円
だ
が
、
中
学
校

は
１
校
で
２
万
円
と
差
が
大

き
い
。
そ
の
理
由
は
。

学
校
図
書

答

中
学
校
は
要
望
が
な
く
、

購
入
が
少
な
か
っ
た
。

　

教
育
に
お
い
て
読
書
環
境

は
大
変
重
要
で
あ
り
、
今
後

し
っ
か
り
と
指
導
し
て
い
く
。

保
険
料
の
軽
減

問答

前
年
度
と
比
較
し
て
軽

減
総
額
が
３
７
６
万
円

減
っ
て
い
る
が
、
そ
の
分
住

民
負
担
が
増
え
た
の
か
。

特
例
軽
減
の
見
直
し
が

行
わ
れ
た
た
め
総
額
が

減
っ
て
い
る
が
、
激
変
緩
和

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
な
ど
、

低
所
得
者
に
は
配
慮
さ
れ
て

い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

※
一
般
会
計
は
Ｐ
７
に
掲
載

討
　
論

　

平
成
28
・
29
年
度
の
保
険

料
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の

を
特
例
軽
減
の
見
直
し
と
は

い
え
、
計
画
年
度
の
途
中
で

被
保
険
者
に
追
加
負
担
を
求

め
る
の
は
違
約
行
為
と
考
え

る
。
ま
た
、
低
所
得
者
の
問

題
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
中

で
、
特
例
軽
減
を
減
額
す
る

根
拠
も
道
理
も
な
い
。

　

よ
っ
て
、
本
決
算
認
定
に

反
対
す
る
。

　

高
齢
者
の
医
療
を
国
民
み

ん
な
で
支
え
合
う
医
療
保
険

制
度
で
あ
り
、
低
所
得
者
へ

の
軽
減
措
置
も
講
じ
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
制
度
を
運
営
す
る
広

域
連
合
に
加
入
し
て
い
る
広

尾
町
と
し
て
予
算
執
行
は
必

要
な
経
費
で
あ
り
、
適
正
な

会
計
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
決
算
認
定
に

賛
成
す
る
。

賛
成

浜
野　

隆
委
員

反
対

旗
手
恵
子
委
員
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その時何が起こったのか
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北海道胆振東部地震

町内全域の復旧まで２日間

停
電
の
対
応

行 

政 

報 

告

　

９
月
６
日
に
発
生
し
た
「
平

成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
」
は
北
海
道
初
の
最
大
震

度
７
を
観
測
し
、
家
屋
の
倒

壊
や
震
源
地
付
近
で
は
土
砂

崩
れ
な
ど
に
よ
り
41
人
も
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
北
海
道

電
力
株
式
会
社
の
火
力
発
電

所
が
緊
急
停
止
し
た
こ
と
か

ら
、
北
海
道
内
全
域
で
大
規

模
な
停
電
と
な
り
、
一
部
地

域
で
は
断
水
も
発
生
し
ま
し

た
。

　

広
尾
町
で
は
震
度
３
を
観

測
。
地
震
に
よ
る
被
害
は
な

く
、
断
水
も
起
こ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
停
電
が
復
旧
す

る
ま
で
に
町
内
全
域
で
は
約

２
日
か
か
り
、
町
民
生
活
に

大
き
な
支
障
が
出
ま
し
た
。

　

農
業
で
は
、
６
～
７
日
の

２
日
間
で
生
乳
約
３
２
０
ト

ン
が
廃
棄
さ
れ
、
３
０
０
０

万
円
以
上
の
損
失
と
な
り
、

漁
業
で
は
、
６
日
の
市
場
を

閉
鎖
し
操
業
を
停
止
す
る
な

ど
、
産
業
に
も
多
大
な
影
響

が
出
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
機
関
も
停
電
に

よ
り
運
休
と
な
り
ま
し
た
が
、

十
勝
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ

ス
は
８
日
か
ら
、
高
速
バ
ス

サ
ン
タ
号
は
９
日
か
ら
運
行

を
再
開
し
ま
し
た
。

　

町
立
病
院
・
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
・
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
電
源
を
非
常
用
発
電
機

に
よ
り
優
先
的
に
確
保
し
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
へ
は
家
庭
訪
問
や
電
話
連

絡
に
よ
り
状
況
把
握
に
努
め

た
。

　

ま
た
、
町
内
４
か
所
に
避

難
所
を
開
設
し
、
延
べ
１
２

７
名
が
避
難
し
た
。

※
各
避
難
所
の
内
訳
は
表
の

と
お
り
。

　

被
害
の
大
き
か
っ
た
厚
真

町
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
か

ら
北
海
道
を
通
じ
て
職
員
の

派
遣
要
請
が
あ
り
、
９
月
15

日
か
ら
５
日
間
、
町
職
員
３

名
を
安
平
町
へ
派
遣
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

二次派遣（町職員２名）
10／13～17、厚真町へ派遣

９月６日
午前３時７分　　胆振地方中東部を震源地とする地震が発生
　　　　　　　　津波の恐れはなし
　　３時８分　　苫東厚真火力発電所２号機と４号機が停止
　　３時25分　　苫東厚真火力発電所１号機が停止
　　　　　　　　北海道内全域（約295万戸）で大規模停電となる
　　５時45分　　停電発生の放送
　　６時00分　　保育所・幼稚園・小中高校臨時休校の放送
　　６時22分　　地震の基本情報と余震の注意喚起の放送
午後１時00分　　今後の対応及び避難所開設に関する庁内対策会議
　　３時05分　　避難所開設の放送
　　４時00分　　町内４か所で避難所開設
　　　　　　　　（コミセン、音調津集会所、野塚公民館、

　　　　　　　　農村環境改善センター）

９月７日
午前１時20分　　広尾市街（一部）・音調津地区で停電復旧
　　５時15分　　コミセン避難所閉鎖
　　７時00分　　音調津集会所避難所閉鎖
午後２時10分　　電話回線不通の放送
　　11時58分　　野塚・豊似地区で停電復旧

９月８日
午前０時45分　　農村環境改善センター避難所閉鎖
　　１時00分　　港湾地区復旧により広尾町全域で停電復旧
　　６時00分　　野塚公民館避難所閉鎖

※「放送」は、防災無線での放送です。

～時系列で見る地震発生から避難所閉鎖まで～

被
災
町
へ
職
員
派
遣

地震災害に伴う一般会計・

国保病院事業会計・水道

事業会計補正予算が追加

提案され、可決されました。

避　　難　　所 ６日 ７日 計

コミュニティセンター 45 － 45

音調津集会所 20 － 20

野塚公民館 10 13 23

農村環境改善センター ９ 30 39

計 84 43 127

【２日間の避難者数】

大規模停電が発生
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平
成
29
年
度
決
算
を
認
定

討
論
（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
）

　

地
方
経
済
が
停
滞
し
て
い

る
中
で
、
社
会
的
弱
者
で
あ

る
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
低

所
得
者
の
生
活
を
支
え
、
住

民
福
祉
の
向
上
を
図
る
必
要

が
あ
る
が
、
町
の
財
政
状
況

か
ら
必
要
な
事
業
が
先
送
り

さ
れ
る
な
ど
、町
民
生
活
を

圧
迫
し
て
い
る
。よ
っ
て
、

本
決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

前
崎　

茂
議
員

　

ま
ち
づ
く
り
計
画
及
び
総

合
戦
略
の
数
値
目
標
が
達
成

さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
農
山
漁
村
交

流
事
業
は
大
変
有
意
義
な
事

業
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
広
尾

の
子
ど
も
達
に
も
同
じ
よ
う

な
事
業
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、

本
決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

《一般会計採決結果》

賛成９　反対３

認定

反対

住
民
福
祉

の
向
上
を

賛成

財
政
健
全

化
へ
努
力

浜
野　

隆
議
員

　
10
月
８
日
に
任
期
満
了
と

な
る
笹
原
博
教
育
長
の
後
任

に
、
菅
原
康
博
議
会
事
務
局

長
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

※
任
期
は
10
月
９
日
か
ら
の

３
年
間
。

就
任
あ
い
さ
つ

　

本
町
の
教
育
発
展
の
た
め
、

浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、

最
善
の
努
力
を
し
、
職
責
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

その他決まったこと

◎広尾線鉄道記念館を老朽化により解体撤去したことから、

関係条例を廃止しました。

◎任期満了による教育委員の任命、固定資産評価審査委員

の選任に同意しました。

　教育委員

　　武藤敏広さん（再任）

　　　任期：平成30年10月12日から４年間

　固定資産評価審査委員

　　齊藤政明さん（再任）

　　　任期：平成30年10月25日から３年間

　　大林勝則さん（新任）

　　　任期：平成30年11月１日から３年間

◎任期満了による人権擁護委員候補者の推薦を「適任」と

しました。

　　坂本和子さん（新任）

反対

事
業
の

見
直
し
を

小お

田だ

雅
二
議
員

　

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
学

べ
る
環
境
づ
く
り
や
広
尾
高

校
の
存
続
対
策
に
取
り
組
み
、

ま
た
、
産
業
振
興
へ
の
継
続

支
援
な
ど
に
よ
る
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
福
祉
、

子
育
て
支
援
な
ど
に
よ
る
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
た
内
容
で

あ
っ
た
。
各
種
財
政
指
標
や

地
方
債
、
基
金
の
状
況
等
を

見
て
も
、
健
全
化
へ
の
努
力

が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

本
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

※会計名の後の丸数字は補正回数 （１万円未満切り捨て）

一般会計 ④、⑤
77億4420万円 1億6816万円

港湾管理特別会計 ②
1億1009万円 109万円

簡易水道事業特別会計 ②
6960万円 41万円

下水道事業特別会計 ②
4億139万円 327万円

国保事業勘定特別会計 ②
10億5866万円 1976万円

介護保険特別会計 ②
6億9712万円 2463万円

介護サービス事業特別会計 ②
2億8021万円 2万円

後期高齢者医療特別会計 ①
1億1590万円 ※増減なし

国保病院事業会計 ②、③
　収益的収入・支出

8億6498万円
　資本的収入・支出

1億9012万円

7万円

426万円

水道事業会計 ②、③
　収益的収入

1億6644万円
　収益的支出

1億7956万円

52万円

16万円

平成30年度 補正予算の内訳

減

増

増

増

増

増

増

増

増

増

増

議会情報
　地震発生の日は第３回定例会の初日でしたが、停電

の影響で議場が使用できず、議員控室で開会しました。

　当初予定していた議案審議等は行わず、村瀨町長か

ら停電に関する行政報告のみを行い、初日を終えました。

　停電の復旧を待ち、10日から再開しました。

菅原教育長
の任命に同意
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※内容は要約しています。

　

平
成
30
年
度
の
普
通
交
付

税
決
定
額
は
、
31
億
１
９
４

９
万
１
０
０
０
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
１
億
４
４

８
万
４
０
０
０
円
、
３
・
２
％

の
減
と
な
っ
た
。

対
象
に
「
特
別
功
労
者
」
と

し
て
表
彰
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

※
被
表
彰
者
～
70
人
（
自
治

功
労
９
人
、
社
会
功
労
46
人
、

産
業
功
労
９
人
、
教
育
功
労

６
人
）

　

南
十
勝
の
透
析
医
療
を
担

う
森
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
対
し
、

人
工
透
析
機
器
の
更
新
費
用

２
分
の
１
を
南
十
勝
５
町
村

（
幕
別
町
忠
類
地
区
含
む
）

で
助
成
す
る
。

　

南
十
勝
５
町
村
の
負
担
額

合
計
が
３
１
９
８
万
９
０
０

０
円
、
う
ち
広
尾
町
の
負
担

分
が
１
１
１
９
万
６
０
０
０

円
（
35
％
）
と
な
っ
た
。

医
療
法
人
社
団
慈
弘
会

森
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の

財
政
支
援

　

毎
年
、
町
の
発
展
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
方
を
開
町
記
念

式
典
時
（
９
月
20
日
）
に
表

彰
し
て
い
る
が
、
今
年
は
広

尾
町
１
５
０
年
の
記
念
の
年

で
あ
る
た
め
、
各
功
労
賞
を

受
け
た
後
も
、
引
き
続
き
各

分
野
に
お
い
て
永
年
に
わ
た

り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
を

普
通
交
付
税
の
決
定

　

７
月
６
日
、
広
尾
市
街
地

で
建
物
火
災
が
発
生
し
、
消

防
職
員
、
団
員
合
わ
せ
て
36

人
が
出
動
し
た
。

村瀨町長からの

火
災
の
発
生

地
域
か
ら
高
校
を
無
く
さ
な
い
で

意
見
書
３
件
を
可
決
し
、
国
等
へ
提
出

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

③

介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的

改
革
を
求
め
る
意
見
書

②

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
18
年
に
策
定
し
た

「
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す

る
指
針
」
に
よ
り
、
過
去
10

年
間
で
道
内
公
立
高
校
は
42

校
が
閉
校
、
公
立
高
校
の
な

い
市
町
村
は
50
へ
と
増
加
し
、

地
元
か
ら
高
校
が
無
く
な
っ

た
子
ど
も
・
保
護
者
の
心
身

的
・
経
済
的
負
担
が
増
加
す

る
と
と
も
に
、
過
疎
化
が
進

み
地
域
経
済
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
な
ど
の
実
態
を

新
指
針
は
全
く
踏
ま
え

て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
、
広
大
な
北

海
道
の
実
情
に
そ
ぐ
わ

な
い
「
新
指
針
」
を
撤

回
も
し
く
は
抜
本
的
に

見
直
し
、
地
域
に
高
校

を
存
続
さ
せ
、
希
望
す

る
す
べ
て
の
子
ど
も
に

豊
か
な
後
期
中
等
教
育

を
保
障
す
る
こ
と
な
ど

を
求
め
る
。

①
「
こ
れ
か
ら
の
高
校
づ
く
り

に
関
す
る
指
針
」
を
抜
本

的
に
見
直
し
、
す
べ
て
の

子
ど
も
に
豊
か
な
学
び
を

保
障
す
る
高
校
教
育
を
求

め
る
意
見
書

提
出
者　
　

北
藤
利
通
議
員

　

北
海
道
教
育
委
員
会
は
今

年
３
月
に
「
こ
れ
か
ら
の
高

校
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
（
以

下
「
新
指
針
」）」
を
公
表
し

た
。

地域の衰退につながる高校の統廃合

提
出
者　
　

旗
手
恵
子
議
員

　

平
成
12
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
介
護
保
険
制
度
は
、
社
会

保
障
費
削
減
路
線
の
も
と
制

度
改
正
が
繰
り
返
さ
れ
た
結

果
、
サ
ー
ビ
ス
を
減
ら
す
利

用
者
が
生
ま
れ
た
り
、
度
重

な
る
値
上
げ
に
よ
っ
て
保
険

料
が
払
え
ず
滞
納
処
分
を
受

け
た
高
齢
者
が
１
万
６
０
０

０
人
を
超
え
る
な
ど
、
深
刻

な
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
報
酬
の
引
き

下
げ
に
よ
り
事
業
所
が
撤
退

し
、
介
護
現
場
は
人
手
不
足

が
常
態
化
し
て
い
る
。

　

必
要
な
介
護
が
保
障
さ
れ

る
持
続
可
能
な
制
度
へ
と
抜

本
的
に
改
革
す
る
た
め
、
①

国
に
よ
る
保
険
料
・
利
用
料

減
免
制
度
の
創
設
、
②
国
庫

提出先
北海道知事・北海道教

育委員会教育長～①、

衆議院議長・参議院議

長・内閣総理大臣・財

務大臣・総務大臣～②

③、厚生労働大臣～②、

文部科学大臣・農林水

産大臣・経済産業大臣・

国土交通大臣・環境大

臣・復興大臣～③

負
担
の
10
％
引
き

上
げ
、
③
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
サ
ー

ビ
ス
制
限
の
た
め

の
報
酬
改
定
を
見

直
す
こ
と
な
ど
を

強
く
求
め
る
。

提
出
者　
　

浜
頭　

勝
議
員

　

北
海
道
の
森
林
が
持
つ
多

面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
、
森

林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め

る
こ
と
は
、
雇
用
・
所
得
の

拡
大
に
よ
る
地
方
創
生
に
も

大
き
く
貢
献
す
る
。

　

今
後
、
既
存
の
制
度
や
平

成
31
年
に
創
設
が
予
定
さ
れ

る
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
な

ど
を
活
用
し
た
森
林
整
備
の

推
進
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

次
の
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

①
森
林
整
備
・
治
山
事
業
の

財
源
確
保

②
森
林
整
備
か
ら
木
材
の
加

工
・
流
通
、
利
用
ま
で
の

一
体
的
な
取
り
組
み
及
び

林
業
事
業
体
や
人
材
の
育

成
に
必
要
な
支
援
措
置
の

充
実
・
強
化

１
５
０
年
記
念

特
別
功
労
者
表
彰



広尾町議会だより　2015年６月１日
9

次のページは「一般質問」

『昆布干場・防犯カメラ・障がい者雇用』
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平成30年 第３回定例会 議案審議結果
●賛否のあった議案（議案名は一部省略しています）

議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議決
結果

浜
野　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

北
藤
利
通

前
崎　

茂

志
村
國
昭

山
谷
照
夫

星
加
廣
保

渡
辺
富
久
馬

小こ

田だ

英
勝

小お

田だ

雅
二

旗
手
恵
子

浜
頭　

勝

堀
田
成
郎

平成29年度一般会計決算認定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ －
認定

（9-3）

平成29年度後期高齢者医療特別会計決算認定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ －
認定

（9-3）

※堀田議員は議長のため、採決には加わりません。

賛成：○　　反対：×　　欠：欠席

※全会一致した議案の掲載は省略しています。

（２）委員会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

８／９ 第３回総務常任委員会 ○ － ○ ○ ○ － ○ ○ － － － － ○

８／９ 議会広報編集会議 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － －

８／16 第４回議会広報特別委員会 ○ － － ○ ○ － × ○ － ○ － － ×

８／21 第３回産業常任委員会 － ○ － － － ○ － － ○ ○ ○ ○ ○

９／３ 第７回議会運営委員会 － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － ○ ○

９／10 決算審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／11 国保病院のあり方に関する調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／12 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／13 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 早 ○ ○ －

９／13 第８回議会運営委員会 － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － ○ ○

９／14 議会広報編集会議 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － －

※堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、オブザーバーとして出席しています。
※決算審査特別委員会は議長、議選監査委員を除く議員で構成されています。

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

7/3～4 全道議員研修会（札幌市） × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○

７／23 議会モニター会議（２班） － ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － ○ ○

8/21～22 議会広報研修会（札幌市） × － － ○ ○ － × × － ○ － － －

９／11 第５回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外（３）議員協議会・研修・その他

（平成30年６月定例会終了後～平成30年９月定例会まで）

議員の会議等出欠状況をお知らせします

（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

９／６ 第３回定例会（行政報告） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／10 第３回定例会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早 ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／11 第３回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／14 第３回定例会（決算認定、意見書など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日数計 ４日 出席日数計 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４
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本
町
の
昆
布
漁
は
、

着
業
者
数
が
１
２

４
戸
、
平
成
26
・
27
年
と
生

産
高
が
約
２
億
円
と
な
り
、

沿
岸
漁
業
を
支
え
て
い
る
。

　

昆
布
干
し
に
従
事
す
る
方

は
、
朝
５
時
過
ぎ
か
ら
昆
布

の
干
せ
あ
が
る
午
後
３
時
頃

ま
で
作
業
を
継
続
す
る
。
そ

の
間
、
ト
イ
レ
を
設
置
し
て

い
な
い
所
で
は
、
車
で
自
宅

や
市
街
地
の
公
衆
ト
イ
レ
に

行
っ
た
り
、
車
を
所
有
し
て

い
な
い
高
齢
者
な
ど
は
付
近

の
空
き
地
を
利
用
し
て
い
る
。

　

産
業
振
興
及
び
食
の
安
全
・

安
心
の
生
産
現
場
に
お
け
る

衛
生
面
な
ど
か
ら
、
町
所
有

の
昆
布
干
場
付
近
に
簡
易
ト

イ
レ
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

一 般 質 問
一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長など執行機関の考え方について、
報告や説明を求めたり、疑問をただすことです。

広尾町議会では１回目は一括質問方式、2回目以降は
一問一答方式となっています。

※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

９月定例会では、
４人の議員が一般質問を
行いました。

広尾サンタランドマスコットキャラクター

「さーたちゃん」

漁
業
者
自
ら

対
応
し
て
も
ら
い
た
い

昆
布
干
場
に

簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
を

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

町
長村

瀨
町
長

答
弁

●一般質問　項目一覧

前崎　茂議員
昆布干場に簡易トイレの設置を Ｐ10

防犯カメラ設置にガイドラインを
Ｐ11

旗手恵子議員
障がい者の雇用促進を図れ

いざという時に使えない介護保険制度では困る！ Ｐ12

質
問

　

海
産
（
昆
布
）
干
場
は
、

町
が
干
場
を
つ
く
り
、
条
例

に
基
づ
い
て
漁
業
協
同
組
合

と
貸
付
契
約
を
結
び
、
昆
布

漁
業
者
に
貸
し
付
け
て
運
用

し
て
い
る
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
中
で
、

行
政
と
民
間
事
業
者
、

町
民
が
果
た
す
べ
き

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
分
担
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
う
し
な
け
れ

ば
町
行
政
は
立
ち
行

か
な
く
な
る
。

　

漁
業
者
か
ら
の
要

望
を
受
け
、
干
場
付

近
の
道
路
に
つ
い
て

は
防
塵
対
策
な
ど
の

整
備
を
行
っ
て
き
た

が
、
働
く
環
境
を
整

町特産品の「昆布」　生産者へ支援を

小
お

田
だ

雅二議員 停電時の情報伝達　どう確保？ Ｐ12

渡辺富久馬議員
どうする？港湾道路の壁画

Ｐ13
記念碑や像を集約する考えは

え
る
こ
と
は
、
漁
業
者
が
自

主
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

※小田雅二議員から「広尾町の経済的活性化について」を質問する通告が
　ありましたが、当日取り下げられました。
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対象障がい者である
常用労働者数
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次のページも「一般質問」

『介護保険・停電・壁画・記念碑』

村
瀨
町
長

答
弁

メ
ラ
運
用
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
て
い
る
が
、
管
理

や
運
用
に
関
す
る
規
定
は
制

定
さ
れ
て
い
な
い
。

　

帯
広
市
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
・
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
、
市
民
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
と
定

め
、
兵
庫
県
宝
塚
市
は
防
犯

カ
メ
ラ
の
画
像
の
提
供
に
つ

い
て
、
改
正
組
織
犯
罪
処
罰

法
の
運
用
は
、
個
人
の
権
利

や
利
益
の
保
護
の
必
要
か
ら
、

画
像
は
裁
判
所
の
令
状
に
限

る
と
し
て
い
る
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び

運
用
に
関
す
る
規
定
を
制
定

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
平
成
29
年
度

に
広
尾
小
学
校
付
近
に
１
基
、

今
年
８
月
に
ひ
ろ
お
保
育
園

付
近
に
１
基
設
置
し
て
い
る
。

　

住
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
す
る
観
点
か
ら
、
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、

広
尾
警
察
署
と
協
定
書
を
結

び
運
用
し
て
い
る
。

　

情
報
の
提
供
先
が
限
定
さ

れ
る
と
思
わ
れ
た
た
め
、
協

定
書
の
中
で
閲
覧
や
提
供
、

保
存
す
る
場
合
、
秘
密
の
保

持
な
ど
の
事
項
を
定
め
て
い

る
が
、
今
後
、
個
人
情
報
の

適
正
な
取
り
扱
い
を
確
保
す

べ
く
、
詳
細
な
事
項
に
つ
い

て
は
要
綱
で
定
め
た
い
。

防犯カメラ設置にガイドラインを

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

質
問

本
町
は
、
広
尾
警

察
署
と
「
防
犯
カ

今後、要綱を定めて対応していく町長

障
害
者
雇
用
促
進

法
で
、
働
く
人
の

う
ち
一
定
割
合
以
上
を
障
が

い
者
と
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
法
定
雇
用

率
は
国
・
地
方
自
治
体
等
は

２
・
５
％
で
あ
る
。

　

中
央
省
庁
の
障
が
い
者
雇

用
に
関
わ
る
水
増
し
問
題
が

明
ら
か
に
な
り
、
報
道
に
よ

る
と
十
勝
管
内
は
不
正
な
雇

用
率
算
入
は
な
か
っ
た
が
、

本
町
を
含
む
12
市
町
村
で
法

定
雇
用
率
を
満
た
し
て
い
な

い
。

　

本
町
で
の
障
が
い
者
雇
用

は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
確
認

し
、
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

法
定
雇
用
率
は
、
２
０
２

１
年
４
月
ま
で
に
０
・
１
ポ

イ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、

働
き
や
す
い
環
境
を
作
り
、

雇
用
促
進
を
図
る
べ
き
で
は
。

総
合
的
に
判
断
し
、

職
員
採
用
に
努
め
る

障
が
い
者
の

雇
用
促
進
を
図
れ

旗
は た

手
て

恵子 議員

町
長村

瀨
町
長

答
弁

質
問

　

本
町
の
障
害
者
雇
用
率
は
、

６
月
１
日
現
在
で
１
・
92
％

で
あ
り
、
法
定
雇
用
率
を
下

回
っ
て
い
る
。

　

職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

十
勝
町
村
会
の
試
験
を
経
て
、

本
町
に
お
け
る
最
終
試
験
で

決
定
し
て
お
り
、
障
が
い
等

の
確
認
は
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
で
行
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
本
町
を
受
験
す
る

障
が
い
の
あ
る
方
が
い
な
か
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

プライバシーの保護に万全を期すべき

障害者雇用率って？

障害者

雇用率
＝

常用労働者数

民間企業　　　　　　　　2.2％

国、地方公共団体等　　　2.5％

都道府県等の教育委員会　2.4％

◎身体・知的・精神障がい者（手帳の交付を受けていること）が対象
◎短時間労働者は、原則１人を0.5人としてカウント
◎重度身体・知的障がい者は１人を２人としてカウント（短時間労働の場合は１人としてカウント）

　

来
年
度
に
つ
い
て
も

職
員
の
採
用
を
予
定
し

て
お
り
、
障
が
い
の
あ

る
方
が
受
験
さ
れ
た
際

に
は
、
総
合
的
に
判
断

し
障
が
い
者
雇
用
の
促

進
に
努
め
た
い
。

法定雇用率
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村
瀨
町
長

答
弁

も
利
用
抑
制
、
施
設
退
所
者

が
い
た
が
、
お
金
が
心
配
で

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
諦
め
る

人
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
８
月
か
ら
３
割
負
担
が

導
入
さ
れ
た
が
、
負
担
が
増

え
る
人
数
は
。

　

保
険
者
機
能
の
強
化
は
、

介
護
認
定
を
受
け
る
人
を
抑

制
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
抑

え
給
付
費
を
減
ら
す
こ
と
に

市
町
村
を
駆
り
立
て
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

介
護
保
険
料
を
負
担
し
な

が
ら
、
い
ざ
と
い
う
時
に
使

え
な
い
制
度
で
は
困
る
。
高

齢
者
の
尊
厳
と
権
利
を
守
る

介
護
保
険
運
営
を
す
べ
き
と

思
う
が
。

　

本
町
の
３
割
負
担
該
当
者

は
４
人
だ
が
、
利
用
抑
制
、

施
設
退
所
と
な
っ
た
方
は
現

時
点
で
い
な
い
。

　

保
険
者
機
能
の
強
化
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
目
的
に
、
高
齢
者
の

自
立
支
援
、
重
度
化
予
防
に

向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を

強
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
サ
ー

ビ
ス
等
を
抑
制
す
る
も
の
で

は
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
も
利
用
者
の
状

態
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
き
た
が
、

今
後
も
引
き
続
き
法
令
を
遵

守
し
、
住
み
慣
れ
た
本
町
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
れ

る
よ
う
、
高
齢
者
の
選
択
と

意
思
決
定
を
尊
重
し
た
介
護

保
険
制
度
の
運
営
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

質
問

利
用
料
の
２
割
負

担
実
施
後
に
本
町

い
ざ
と
い
う
時
に
使
え
な
い

　
　

介
護
保
険
制
度
で
は
困
る
！

旗
は た

手
て

恵子 議員

法
令
を
遵
守
し
、

　

適
正
な
制
度
の
運
営
に
努
め
る

町
長

小
お

田
だ

雅二 議員

停電時の情報伝達　どう確保？

環境整備も含め、早急に手立てを検討する町長

経験のない長時間停電　今後に活かすべき教訓とは

電
で
生
乳
生
産
を
は
じ
め
各

分
野
で
経
済
的
損
失
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
不
通
も
あ
り
、
大

変
不
便
な
状
況
が
続
い
た
。

　

町
と
し
て
も
、
避
難
所
の

開
設
や
各
種
情
報
の
伝
達
な

ど
の
対
応
に
終
始
し
た
と
思

う
が
、
以
前
の
強
風
に
よ
る

停
電
の
経
験
も
あ
り
、
引
き

続
き
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
課
題

や
教
訓
を
得
て
い
る
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
総
括
的
な
報
告
な

ど
を
町
広
報
で
町
民
へ
周
知

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

質
問

胆
振
東
部
地
震
に

よ
る
長
時
間
の
停

村
瀨
町
長

答
弁

　

地
震
に
よ
る
停
電
が
長
引

く
中
、
復
旧
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
最
後
ま
で
北
海
道
電

力
株
式
会
社
か
ら
の
情
報
が

得
ら
れ
ず
、
町
民
周
知
が
で

き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
電
話
等
の
通
信
障

害
に
つ
い
て
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
以

外
の
会
社
か
ら
は
一
切
情
報

提
供
が
な
か
っ
た
。

　

今
後
、
関
係
各
社
に
災
害

時
の
速
や
か
な
情

報
提
供
を
求
め
る

必
要
が
あ
り
、
今

回
の
対
応
に
つ
い

て
総
括
し
、
Wi
‐

Fi
環
境
の
整
備
も

含
め
、
早
急
に
手

立
て
を
検
討
し
た

い
。

　

し
っ
か
り
と
課

題
を
整
理
し
、
教

訓
な
ど
、
町
民
周

知
の
対
応
を
図
っ

て
い
く
。

　

ま
た
、
行
政
に
よ
る
Wi
‐

Fi
環
境
の
整
備
も
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
。

　介護サービス　利用者負担の割合判定 負担割合

本人の
合計所得
金額が

220万円
以上 同じ世帯に

65歳以上の方
（本人含む）が

１人

年金
収入等が

340万円以上
３割

２人以上 合計463万円以上

160万円～
220万円
未満

１人 280万円以上
２割

２人以上 合計346万円以上

○上記に該当しない65歳以上の方　　○町民税非課税の方　　○40歳～64歳の方 １割
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次のページは「常任委員会」

記念碑や像を集約する考えは

渡
わ た

辺
な べ

富久馬 議員

今後、移設等を含めて協議していきたい町長

当
面
は
現
状
の
ま
ま

検
討
を
続
け
て
い
く

ど
う
す
る
？

港
湾
道
路
の
壁
画

渡
わ た

辺
な べ

富久馬 議員

町
長

港
湾
道
路
（
臨
港

道
路
十
勝
港
線
）

の
壁
画
は
、
昭
和
60
年
に
完

成
し
、
平
成
８
年
に
は
フ
ェ

リ
ー
就
航
と
と
も
に
十
勝
管

内
市
町
村
、
日
高
３
町
の
協

力
で
十
勝
の
玄
関
口
と
し
て

夢
と
期
待
を
背
負
っ
て
修
復
、

描
か
れ
た
も
の
だ
が
、
平
成

11
年
の
フ
ェ
リ
ー
撤
退
で
壁

画
だ
け
が
残
り
、
時
を
経
て
、

今
は
色
褪
せ
て
汚
れ
が
目
立
っ

て
い
る
。

　

作
成
時
に
は
、
各
方
面
の

熱
い
思
い
と
経
済
的
支
援
を

得
て
き
た
こ
と
を
思
う
と
心

が
痛
む
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
の
か
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

　

壁
画
の
修
復
に
は
、
多
額

の
費
用
が
か
か
る
。

　

十
勝
港
に
は
、
老
朽
化
に

よ
り
更
新
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
道
路
転
落
防
止

柵
や
防
舷
材
な
ど
が
あ
り
、

国
か
ら
の
交
付
金

を
財
源
と
し
て
計

画
的
に
行
う
予
定

と
し
て
い
る
。

　

国
の
補
助
対
象

と
な
ら
な
い
事
業

に
つ
い
て
は
、
町

の
財
政
状
況
か
ら

多
額
の
財
源
確
保

が
難
し
く
、
協
力

い
た
だ
い
た
各
市

町
村
や
関
係
団
体

に
は
大
変
申
し
訳

な
い
が
、
壁
画
に

つ
い
て
は
当
分
の

間
は
現
状
の
ま
ま

町
内
に
あ
る
記
念

碑
や
像
が
、
時
代

の
変
遷
と
と
も
に
作
ら
れ
た

時
の
状
況
か
ら
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。

　

旧
広
尾
小
学
校
の
石
碑
や

親
子
像
、
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
の
母
子
像
、
旧
水
族
館
前

の
カ
モ
メ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
な

ど
、
草
深
い
場
所
に
放
置
さ

れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
石
碑
や
像
は
、

設
置
し
た
先
人
達
の
強
い
思

い
や
願
い
が
あ
っ
た
も
の
と

思
う
。

　

も
ち
ろ
ん
移
設
す
る
に
し

て
も
相
当
の
費
用
が
か
か
る

の
は
承
知
し
て
い
る
が
、
た

だ
朽
ち
果
て
る
の
を
待
つ
の

で
は
な
く
、
適
切
な
場
所
に

集
約
す
べ
き
で
は
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

　

記
念
碑
や
像
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
設
置
し
た
経
緯
が
違
い
、

構
造
や
老
朽
化
な
ど
に
よ
っ

て
状
態
も
異
な
る
た
め
、
同

じ
方
法
で
の
対
応
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。

　

シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
と
旧

水
族
館
前
に
あ
る
像
に
つ
い

て
は
、
博
物
館
に
移
設
す
る

の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る

が
、
安
全
性
な
ど
を
見
極
め
、

寄
贈
者
の
意
向
も
確
認
し
な

が
ら
、
移
設
等
を
含
め
て
今

後
協
議
し
て
い
き
た
い
。

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
良
い
方
法
は
な
い

か
協
議
、
検
討
を
続
け
て
い

き
た
い
。

汚れで何が描かれているかわからないところも

町
内
に
点
在
す
る
記
念
碑

笹
原
教
育
長

答
弁

　

旧
広
尾
小
学
校
に
あ
る
石

碑
等
は
、
統
合
し
た
現
広
尾

小
学
校
に
移
設
す
る
の
が
ふ

さ
わ
し
い
と
考
え
る
が
、
町

部
局
、
関
係
者
と
費
用
も
含

め
協
議
し
て
い
き
た
い
。
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総務常任委員会

委員長　北藤利通　副委員長　前崎　茂

調査日　平成30年８月９日

ごみ処理施設は
　　　　どうなる？

　

南
十
勝
複
合
事
務
組
合
（
広

尾
町
、
大
樹
町
、
幕
別
町
で

構
成
・
以
下
「
組
合
」）
が

運
営
す
る
「
南
十
勝
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
」は
、平
成
５
年

に
竣
工
し
今
年
度
で
25
年
を

経
過
す
る
が
、
年
間
約
４
０

０
０
万
円
の
整
備
費
や
機
器

の
経
年
劣
化
に
よ
る
維
持
管

理
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
的
な
ご
み
処
理
施
設

の
耐
用
年
数
が
稼
働
後
25
年

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
運
営
等
に
つ
い
て
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

十
勝
圏
複
合
事
務
組

合
が
、
く
り
り
ん
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
セ
ン

タ
ー
」）
を
新
設
し
平

成
38
年
度
に
供
用
開
始

す
る
方
針
を
固
め
、
構

成
市
町
村
を
今
年
度
末

ま
で
に
決
定
さ
せ
る
と

し
た
こ
と
を
受
け
、
組

合
は
セ
ン
タ
ー
と
の
共

同
処
理
も
視
野
に
負
担

額
や
収
集
体
制
等
、
比

較
検
討
を
行
っ
た
。

　

組
合
構
成
３
町
で
新

施
設
を
建
設
す
る
（
早

【
養
護
老
人
ホ
ー
ム
】

　

昭
和
39
年
６
月
１
日
に
開

設
し
、
平
成
11
年
度
に
現
在

の
場
所
へ
移
転
改
築
さ
れ
た
。

　

高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活

支
援
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、

近
年
は
介
護
認
定
を
受
け
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
入

所
者
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

職
員
は
、
嘱
託
医
師
１
人
、

正
職
員
は
所
長
以
下
７
人
、

臨
時
職
員
が
18
人
の
計
26
人

と
な
っ
て
い
る
。

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
】

　

昭
和
56
年
８
月
３
日
に
開

設
し
、
平
成
６
年
４
月
か
ら

短
期
入
所
生
活
介
護
（
定
員

10
人
）
の
併
設
運
営
も
行
っ

て
い
る
。

　

介
護
状
態
が
重
度
化
し
た

入
所
者
が
増
加
し
た
た
め
、

平
成
26
年
度
か
ら
「
看
取
り

介
護
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

職
員
は
、
嘱
託
医
師
１
人
、

正
職
員
は
所
長
以
下
16
人
、

臨
時
職
員
が
25
人
の
計
42
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

各
施
設
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
で
入
所
者
を
和
ま
せ

て
お
り
、
合
同
で
開
催
す
る

行
事
も
多
い
。

　常任委員会　所管事務調査
南十勝環境衛生センターの今後

今
後
の
予
定

平成29年度
構成３町からのごみ受入量 5076トン

検
討
の
経
過

　

９
月
11
日
開
催
の
第
５
回

議
員
協
議
会
で
村
瀨
町
長
は

「
新
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
が

稼
働
す
る
時
期
に
合
わ
せ
て

共
同
処
理
へ
移
行
し
、
各
町

か
ら
中
継
施
設
（
現
施
設
）

に
集
め
運
搬
す
る
方
法
と
し

た
い
」
と
の
町
の
方
針
を
示

し
ま
し
た
。

　

新
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
へ

は
燃
え
る
ご
み
の
み
を
搬
入

し
、
不
燃
・
資
源
ご
み
に
つ

い
て
は
現
施
設
で
処
理
す
る

方
針
で
す
。

　

南
十
勝
複
合
事
務
組
合
で

の
決
定
は
、
平
成
31
年
２
月

頃
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
構
成
３
町
そ
れ
ぞ
れ

が
方
針
を
決
定
し
、
そ
の
後
、

組
合
と
し
て
ど
う
す
る
か
の

協
議
が
行
わ
れ
る
。

期
に
建
設
、
も
し
く
は
延
命

化
を
行
い
将
来
的
に
建
設
）、

セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
処
理
へ

移
行
す
る
（
セ
ン
タ
ー
へ
の

搬
入
方
法
を
各
町
が
直
接
搬

入
す
る
、
も
し
く
は
中
継
施

設
に
集
め
て
か
ら
搬
入
す
る
）

な
ど
の
ケ
ー
ス
を
検
討
し
、

新
施
設
建
設
よ
り
も
広
域
共

同
処
理
が
有
利
と
の
結
論
と

な
っ
た
。

養護老人ホーム・

特別養護老人ホーム

現状は

広
尾
町
の
方
針
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次のページは

「議会日誌・ぎかいトピックス」

調査日　平成30年８月21日

ひろお

産業常任委員会

委員長　小
こ

田
だ

英勝　副委員長　山谷照夫

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

漁
業
に
お
い
て
、
増
養
殖
事

業
は
水
産
資
源
の
安
定
供
給

と
資
源
拡
大
に
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　

ウ
ニ
種
苗
生
産
施
設
、
さ

け
ま
す
ふ
化
場
、
魚
類
飼
育

試
験
施
設
を
視
察
調
査
し
た
。

増養殖事業の取り組み
　常任委員会　所管事務調査

現地視察を実施

ウニ種苗生産施設を視察

①
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ

　

広
尾
漁
業
協
同
組
合
が
運

営
す
る
ウ
ニ
種
苗
生
産
施
設

で
は
、
年
間
１
５
０
万
粒
の

生
産
を
行
い
、
１
年
ほ
ど
育

成
し
10
㎜
程
度
で
放
流
し
て

い
る
。

　

４
月
に
採
苗
を
行
い
11
月

頃
に
種
苗
放
流
し
て
い
た
が
、

平
成
28
年
度
か
ら
は
資
源
の

さ
ら
な
る
安
定
化
を
図
る
た

め
、
翌
年
の
４
月
ま
で
飼
育

し
放
流
し
て
い
る
。
海
水
温

が
上
昇
す
る
時
期
に
放
流
す

る
こ
と
で
生
存
率
が
向
上
す

る
た
め
、
放
流
時
の
初
期
減

耗
防
止
策
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
放
流
し
た
種
苗
の

成
長
や
ウ
ニ
の
エ
サ
と
な
る

こ
と
で
影
響
を
受
け
る
海
藻

類
の
繁
茂
状
態
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
ダ
イ
バ
ー
に
よ

取
り
組
み
状
況

る
潜
水
調
査
の
実
施
や
漁
業

部
会
を
中
心
と
し
た
密
漁
巡

回
監
視
な
ど
の
資
源
保
護
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

②
サ
ケ

　

広
尾
町
さ
け
ま
す
増
殖
振

興
協
会
が
運
営
す
る
さ
け
ま

す
ふ
化
場
で
は
、
町
内
河
川

で
捕
獲
さ
れ
る
親
魚
か
ら
の

地
場
卵
を
最
大
限
活
用
し
て

い
る
が
、
不
足
す
る
場
合
は

他
地
区
河
川
か
ら
の
移
入
卵

に
よ
り
安
定
し
た
放
流
数
（
平

成
29
年
は
１
９
８
０
万
尾
）

に
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
十
勝
釧
路
管
内
さ

け
ま
す
増
殖
事
業
協
会
を
中

心
に
飼
育
用
水
の
確
保
に
努

め
て
お
り
、
飼
育
環
境
を
整

え
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
来
遊

資
源
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

平
成
28
年
、
29
年
と
台
風

の
影
響
に
よ
り
水
揚
げ
が
激

減
し
た
が
、
北
海
道
か
ら
出

さ
れ
た
今
年
の
来
遊
予
想
で

は
、「
道
東
海
域
で
昨
年
の

２
倍
」
と
な
っ
て
お
り
、
水

揚
げ
が
期
待
さ
れ
る
。

③
マ
ツ
カ
ワ

　

４
町
（
広
尾
町
、
大
樹
町
、

豊
頃
町
、
浦
幌
町
）
３
単
協

（
広
尾
漁
協
、
大
樹
漁
協
、

大
津
漁
協
）
で
組
織
さ
れ
て

い
る
十
勝
管
内
栽
培
漁
業
推

進
協
議
会
と
連
携
し
、
北
海

道
栽
培
漁
業
振
興
公
社
が
採

苗
し
た
５
万
匹
（
６
㎝
）
の

種
苗
を
購
入
。
旧
水
族
館
の

魚
類
飼
育
試
験
施
設
を
中
心

に
８
㎝
に
な
る
ま
で
中
間
育

成
を
行
い
、
十
勝
沿
岸
の
各

町
に
放
流
し
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
、
放
流
効
果
が

徐
々
に
表
れ
、
平
成
29
年
の

十
勝
管
内
水
揚
量
は
過
去
最

高
の
16
・
９
ト
ン
と
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
エ
ゾ
バ
イ
ツ

ブ
、
コ
ン
ブ
な
ど
の
増
養
殖

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　議会には、「定例会」と「臨時会」があり、定例会は３月、６月、

９月、12月の年４回開かれ、臨時会は急いで決めなければなら

ないことがあるときに開かれます。

　手続きは簡単です。役場３階の議場へお越しください。

※団体で傍聴を希望する方は、あらかじめ議会事務局にご連絡ください。

【インターネット中継　実施中】

　広尾町のホームページから議会の生中継、録画

中継をご覧いただけます。

　トップページ→　　　　　　　　 をクリック！

議会はどなたでも傍聴できます！ ぜひ一度、町議会を見に来ませんか？

ウニ、サケ、マツカワなど

次回の定例会は

12月４日（火） に開会の予定だよ。



16
広尾町議会だより　№173広尾町議会だより　№188

16

【９月】
３日　第７回議会運営委員会
６日　第３回広尾町議会定例会（～14日）
８日　市街地区敬老会
９日　福祉まつり
11日　第６回国保病院のあり方に関する調査特別委員会
　　　第５回議員協議会
13日　第８回議会運営委員会
14日　議会広報編集会議
18日　特養・老人ホーム・生活支援ハウス合同敬老会
20日　広尾町150年記念式典（開町記念式典）

【10月】
13日　陸上自衛隊第４普通科第２中隊と広尾町自衛隊協

力会との親睦パークゴルフ大会
23日　第６回議員協議会
　　　新帯広厚生病院内覧会（帯広市）
24日　総務常任委員会行政視察（～26日・長万部町、恵

庭市、北広島市）
27日　サンタランドツリー点灯式
29日　産業常任委員会行政視察（～31日・北見市、津別

町、厚岸町、釧路町）
30日　高齢者スポーツ大会

【11月】
６日　十勝町村議会議長会議員研修会（芽室町）
　　　ＪＲ根室本線の路線維持を！北海道の鉄路存続と

再生を考える十勝の集い in 帯広（帯広市）
７日　長崎県西海市議会議長ご一行　来町（～８日）
９日　議会広報編集会議
11日　東京広尾会（10日～・東京都）

議会活動日誌
平成30年９月～11月

15日　第５回議会広報特別委員会

16日　老人クラブ連合会創立50周年記念式典

17日　参議院議員 橋本聖子を囲む会（幕別町）

19日　第３回広尾町議会臨時会

　　　第７回国保病院のあり方に関する調査特別委員会

　　　自民党北海道第11選挙区支部「政経セミナー」（幕別町）

20日　十勝町村議会議長会臨時会（東京都）

21日　町村議会議長全国大会（東京都）

22日　北海道日本ハムファイターズ応援大使　来町

　　　北海道議会議員 池本柳次後援会道政報告会

24日　衆議院議員 石川香織政経セミナー（帯広市）

28日　第９回議会運営委員会

29日　広尾町議会議員等研修会（議会の役割と議会改革など）

30日　とかち広域消防事務組合議会定例会（帯広市）

　　　十勝圏複合事務組合議会定例会（帯広市）

閉会中の所管事務調査
　各常任委員会と議会運営委員会は、平成30年
第４回定例会までの閉会中に、次の所管事務調
査を実施します。

◇総務常任委員会
①ごみ処理施設の運営状況について
②コミュニティ・スクールの導入状況について

◇産業常任委員会
①林産加工等の現状について
②栽培漁業と水産物加工の取り組みについて

◇議会運営委員会
①議会の運営に関する事項について
②議会の基本条例、会議規則等に関する事項について
③議長の諮問に関する事項について

ぎかいトピックスぎかいトピックス

８／22 住民に読まれ伝わる議会広報とは 11／６ 十勝町村議会議員研修会に参加


